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空中写

真地
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質講座

構造の判読(つづき)

断層

断層の地表面へのあらわれ方は次のようだ条件に支

配される.

1.断鰯の新旧

2.断層の型

3.岩石の種類あるいは地層の型と構造

4.侵食輪廻の段階

写真は広い地域を一度に観察することができる点に

おいて断層の判読には有利である(第73～81図).写真上

で断層の型すなわち正断層衝上断層推被せ断層

柾とを区別することは不可能と言ってもよい.たと

えば完全露出地域でさえ写真上では断層の幾何学的校

形が把握されるだけであるすなわち断層の走向と地

層の走向および傾斜との関係断層の傾斜などである.

条件カミよけれぱ開断層の間隙の大きさ断層による破砕

帯の幅ずれの量断層によ:る地層の繰り返しあるい

は欠除匁どの量を測定することができるが層位学的な

意味での地層の繰り返しあるいは欠除の大きさは層序

が十分わかっているところで柱ければ決定することは

不可能である､ただし急傾斜断綴が水平層を切って

いる場合には正断層であり摺的地帯紀おける低角度

断層は衝上断層であることは想像できる,

潜断層(あるいは新しい齢層)の識別基準は普通

一般の断層のそれとは著しく違う.す匁わちこのよ

う扱断層は沖積扇状地あるいは沖積段丘のよう枚現世

抵いしごく新しい堆積物にあるいは氷食地形の

ような新しい地形面に与えた影響から識別されるのであ

る.たとえぱゆるやかな一定の傾斜を示す扇状地の

表面や平坦な段丘面を横切って連続する低いしかも殆

んど解析されでないような崖はごく最近における断層

運動を示すものである.またこのような新しい地形

面上に発達する細長い凹み池や沼などの直線状配列も

断層と関係がないか津意してみる必要カミある.さらに

このよう校新しい堆積物上に一線を境にして両側にお

ける植物被覆状況の著しい差異は断層運動による地下

水の状態の変化に起因する.断層の落差が著しい時に

はその直接の産狗として断層崖が認められ水系が相

松野久也

対的に上昇した側から下降した側に出たところに扇状

地が発達する.

急傾斜断層写真上でもっとも識別しやすい断層は急

傾斜すなわち直立また直立に近い断層である1この

ような断層は写真上に直線状あるいはゆるやかに響曲

する線として表現される.すなわちこれらはその両

側の写真の階調および肌理の違い侵食地形の違い植

物被覆の違いなどによって示されまた河川の直線部の

線状配列滝池泉などの同様な配列などによって特

徴づけられる.

断層の両側で岩質に著しい対照カミ認められる場合には

これが写真上に階調ならびに肌理の違いと狂ってあらわ

れそれに支配される土壌ひいては植物被覆も同様な効

果をもたらす揚含がある(鶏76図).とくに両側で岩石の

風化1侵食に対する抵抗力ぽ著しい差がある場合には顕

著低地形的差異を生ずる(鶏鰯).すなわち抵抗力のあ

る岩石の分布する側は地形的に高く逆に低抗力の弱い

岩石の分布する側は低く扱っている.そしてその断

層が新しい場合には断層線に沿って断層崖が発達し

水系がこれと交わる所紀滝あるいは扇状地が認められ

る､棲た両側で地質構造カミ異抵るときにはこれを

境にして走向および傾斜の違いが認められ(鶏棚).構

造に支配窓れ墨水系模様も藷しい対照を示している.

断層の南側で岩質あるいは地質構造にはとんど差異

がない場合線状の地形的特徴とかこれに付随する特徴

が重要な手がかりとなる.すなわち断層は節理や破

砕帯と同様そこが弱線となりこれに沿って風化侵食

が進み線状の地形的凹所となり谷や水系がこれに支

配される.さらに断層線に沿う局所的粧風化･侵食

の進行の結果その線にそって化学組成や水分の含有量

の差を生じ植物被覆にも影響を及ぼしこれが写真上

に階調や肌理の異なった線状の特徴となってあらわれ

る.時にこのような弱線は珪化帯となりきわ立っ

た階調を示す線としてばかりでなく地形的にも凸出し

た線として写真上にはっきり記録される.

緩傾斜断層の識別は写真上では非常に困難である.

とくに傾斜のゆるい断層の露頭線は非常に不規則な線

で示されかつその露頭線は地形的起伏に敏感に影響

され不整合と区別つかない場合がある.ζのような場�
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合には野外調査をたよって層序とくに地層の繰り返

しを検討した後てなければ断層であると結論を下すこ

とは不可能な場合が多い.

以上断層の識別基準についてその要点を述べたカミ

その地域の地質条件気候条件侵食の進み方土地利

用の状況在とによって識別基準が異なり一定のノレｰノレ

カミないと言っても過言ではない.極端に言えば全く

未開発の地域の調査にのみ従事してきた人は植林地と

天然林との間の写真の階調の違いによって示される人工

の線状の特徴を自然の線状の特徴と誤認し断層とした

り送電線を断層として作図したような例もある.

したがって適宜その地域の状況に応じて得られるすべ

ての資料を収集しこれに演輝的かつ帰納的考察を加免

断層の可静性を実証して行かなければならない､断層

を判読するに当たってその走向傾斜ずれの量破

砕帯の広さなどの量的な測定カ必要である｡走向は地

形にあらわれた線状の特徴の方向から容易に決定できる

が傾斜面の負度はなかなか測定し難い.急傾斜断層

の場合には断層が谷を切る所がはっきり認められると

きにだけ測定カミ可能である.しかし断層が谷を切る

所がよく露出していても一般には複雑な破碓作用なら

びに角礫化作用の影響をうけて正確な測定は非常に困

難である.断層の破砕帯の広さや水平ならびに垂直方

向のずれの量の測定は地質図上でこれらを測定するの

と全く同様である1

不整合

写真上で不整合を識別する手がかりは地質図上で不

整合を読図する場合と全く同じである.傾斜不整合は

それをはさんで両側の地層の走向傾斜の違いによって

表現されている(第7g図).また不整合以前の地層の示

す種々の模様岩脈節理断層などカミ不整合線を境

として急に方向を変えたり消滅している(第81図).こ

のよう恋現象は断層によっても生じる(本紙第8碍第仙

図版).しかし不整合によるものは一般的に君って断

層によるものより不規則で広く追跡することぽよって

容易に区別することができる(第8欄)｡これはちょうど

野外調査の際相接する地層の境界を確実に観察するこ

とができ低くてわずか数地点夢)観察だけでは断層関

係か不整合関係か判断がつかないが次第1こ調査が進ん

で地質関がで書上がって行くに従って不整合か断鰯か

カミばつ妻りして来るよう放ものである､写真は一度に

広い範鰯を観察することができる､叙ですぐれておりし

たがって小縮尺の写真あるいは集成写真の方が大縮

尺の写真よ一算有利である,

摺蔵や断層などの造構造運動を受けてはげしく転位

した地層の上に新しい地層カミほとんど水平ぽ横たわっ

ているよう恋不整合の場合はきわめて容易に識別で

きる(第7g図)､ことに上位の地層が第四紀の段丘や氾

濫原堆積物のようにきわめて新しい場合には侵食の進

み方一一方は深く解析されているのに対して他方はほとん

ど解析されてなくて堆積面の原型を保存している一からは

っきり不整合を識別することができる.

堆積岩と深成貫入岩とは両者の岩質の差一前者には

層理が認められるのに対し後者は一般に塊状均質であることが

本質的な差である一に起因して写真上にあらわれ方が異な

りその境界は不規則である(第61図).このような関係

は堆積作用に起因する不整合とは区別され非望含と呼

ばれる淋写真上で両者を区別することは困難である.
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第73図(上)吉野山図幅'東部地

域集成写真

第74図(下)吉野山図幅東部地

議

層(F)で切られる本石灰岩は④に

おいてトト系が認められ全般に丸
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味を帯びた侵食地形を呈する北酉

側の奥川内層は粗粒砂岩･砂岩･粘

板岩互層からなる北東部ではやや

はっきり追跡できるが南西部ではあ

まり明瞭.でない南東側の小園層は

砂岩･砂質頁岩からなり両者の境界

は断層(F)の北東側では断層関係

と推定され南西側では明らかでない

南西側ではこの境界線の北西側に沿っ

て顕著な直線状の崖がみとめられ断

層が予想される･･･…地層境界

･･咀肥･顕著な層理一】“断層

これらの顕著な線状の特徴が断層(F)

で切ら卸ている(下図)一�
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件

鶴弼畷

ダメ夢我脅嬢顧ユ多

垂直に近事嚇鰍こ切られた

緩鰯斜の艦欄潜写篤の階調の異なる鋼匝敏閥幻織は断層であ

葛断層鎌農妙直義纂斗炎養なすことξま鱗屑妙遜直であること

菱登添し仰る脚噸鰯の部分嫁頁幾(A)てあらB点付

逝て繊鰯⑳両側で侵食地瀦の鐙があ義碑積層噂(C)では

漸鰯繊ま影嚢養1謹吻奮りし然くなるが登⑳両側業部分的に

;水鶏の祭拳徴が鎖な葛萄夢鴬(I)){ま明るい階議葦発添す

(篶｡S.G慧｡所0重､賄p餅,賠｡｡§73)

→

第77図長野県臨尻市南方

古生層地域

直線状の谷は断層の弱線を示し

ている中央線の南東側に沿

う断層は川の右岸山脚部ざり

ざりの所を通り随所に断層線

崖が認められる南方の東酉

性の蕨層はおおむね現在の河

川の流路と一致するがA点付

近において山の斜面を横断して

いるここでは山稜の斜面の懐

斜が急に変っておo断層の位

麓を示しているこの断鰯から

分岐している北東方向の蛎層も

川の流路の直線部に続くBC

点付近における山腹斜面の地形

的特徴からその位置を知るξ基

ができる

件

第7嚢図北海遺著煎郡初工1別村繭方

地域簸薄騰斜鰍鰯奮樹恥て北策側

湾は羽鵬鰯(遭お)三篭別溺(§k)

雛別綴(cお)宵丹別鰯(双も)の順序

で貌劇こ巣斜機鶯畿系して分蒲し

鞠第側啄獄鰍鰯告ご総鴇て差篭渕鰯が分

掬し簸次繭醐璃㌶鱗臓首蒋

別層酬隠瞭湾分布してを･る鍵別鱗

鰯…ま望箱郷綴垂羽幌鰯垂⑳櫛編鴛質

⑳獲鰍⑳瀧垂こ趨鰯す葛地形駒縛徽妙ら

審鍬こ辱真上で遺跡で竃葛嗣様吾ご

その耽策側三箔別鰯と羽幌鱈の境界も

妻醜形的特徴から娩較的蓉捌こ作鰯でき

る築別断劇こ斜交する北東一南西

方陶刎･断鰯は雫別断層とその北東

側の三毛別層の作る稜線のザれにあち

われている(築別炭職図幅参照)�
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鰯灘

第79図富騎県西目杵郡貝の影川上流地域この鋤繊は北第一繭西方向の線状の模様によって特徴づけられるこの線状の模

様は北徽ご拙･て1謹繍釣紅判こ分術する顯鰯的下妻こ消滅し仰㌔る⇒瞭一鵜鱒芳陶⑳線状幻,鎖働凄耽醐こ急傾する層理を示す

甫生鰯(黛)と曇の浦翻鰯蒐並鰯(胴j)喜の鴎胴鰯難で遜る爾脅⑳聞に鮒鰯が路れ慧枇仰'納書写輿ぷ刺ま他の層理と区別で

蜜ず轟}愈戚1こ叙ぺ鐘続が鮒恕批ている蒐並鰯(蜘)差そめ商の宵生層(黛)差の敵こは不整脅が携定警叙る日の影川北西に

総台餓繊重ぬ鰹の断層線巌鎗よび傾斜の患欝魚から鯛㈱こ遺鐵や書蕃発剛ヒ狽帖書生鰯の構造姿拍畿憶て氷刷こ分布する所期の地

融撹並鰯(蜘)潟よび肴燃上位の滅級猪類(即)で藩蓬(三濁鉾鐵編磐鰯)

鏑婁⑪図北海道留鵡市東方地域

ごの地域では先第三紀隈根尻

溺および古第三紀犬和田爽辰層

(賄)中新世中部のユｰドロ層

(洞)をおおって中新世上部から

鱗新世下部にいたる峠下層(凝灰

質砂岩泥岩互層:Tg&礫岩層:

独む)増毛層(Mk)留萌層(R)

妙分布するユｰドロ層は軟質

⑳砂岩を主とし侵食に対して弱

く鰍･地形を呈するこれに対

して峠下層および増毛層は抵抗性

の岩石からなり両者の境界は写

翼上で明瞭に作図できるまた

楓一ドロ層はほぼ糧枝状に近い細

洲･水系模樹こよりて特徴づけら

紙墨両者の境界は不規則で著

い'不整合関係を示している留

鯛肺北東部では各地層が北酉一

繭策方向に帯状に分砺し南醐二

陶か樽て傾斜し仰㌔るこよが判読

㌘慧る(鰯繭鰯幅泰照)

第8王図福島県双葉郡四愈剛晒地域ここでは饗則ゴ馨花鰯撒籔)圭書生層(測)差は粥夢孟う妻こ匿別貸慧伽㌔南鮫籍

は足状層およびその上位の笠撚鰭(む三)圭蓋江鰯(籔屋)1こ風分父嚢蓬玉山風抄ス多を作嘗笠松鰯との糊こ侵釦こ対する著け喉

抗力の差が認められる足沢働童花鱒着発不整会闘係で義拙㌔馳･植物被綴(赤松)1こよりて特徴づけら寂る八茎断層は上述の

不整合にいたって急に消滅している酋第三累(馳)1ま五帝鰍㈱下半搬こ比べて水系密駿が縞くかつ寧鋤)階調が職く下郷の肩

城層(砂岩が主)と上部の浅見鰯(泥岩)圭の激吻添し仙'る卵獅統下都(M1)な侵食地形の麓かち盲第三系ム写真上で容易に区分

できるニツ箭断層は両側の地形的籔瑳から審激こ滋豚警慧る(不図纏錘照)�




